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古
文
書
解
読
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
第
二
十
三
回 

公
園
は
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド 

そ
の
一 

出
典
：
東
京
府
文
書 

『
公
園
地
観
セ
物
等
警
視
往
復
〈
庶
務
課
〉』 

（
請
求
番
号
６
０
９
．
Ｄ
５
．
０
６
） 

平
成
三
十
一
年
四
月 

東
京
都
公
文
書
館 
 

 
 

     

         

 

  

明
治
の
初
め
に
は
、
様
々
な
西
洋
の
制
度
が
日
本
に
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
都
市
に
暮
ら
す
人
々
の
生
活
に
潤
い
を
与
え
る
公
園
も

そ
の
ひ
と
つ
で
す
。 

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
一
月
十
五
日
、
太
政
官
か
ら
公
園
の

設
置
が
命
じ
ら
れ
、
そ
れ
を
受
け
て
同
年
三
月
東
京
府
に
五
つ
の

公
園
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

金
龍
山
浅
草
寺
、
東
叡
山
寛
永
寺
、
三
縁
山
増
上
寺
、
富
岡
八

幡
社
、
飛
鳥
山
の
五
ヶ
所
が
そ
れ
ぞ
れ
浅
草
公
園
、
上
野
公
園
、

芝
公
園
、
深
川
公
園
、
飛
鳥
山
公
園
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。 

こ
の
と
き
定
め
ら
れ
た
「
公
園
取
扱
心
得
」
１

に
い
わ
ゆ
る
見

世
物
に
関
す
る
事
項
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

一 

公
園
中
ニ
於
テ
一
時
奇
物
展
覧
セ
シ
メ
候
カ
、
遊
息
之

タ
メ
出
茶
屋
小
屋
掛
之
類
致
度
望
之
者
ハ
、
時
限
ヲ
定
メ

差
許
不
苦
、
尤
竈
築
立
昼
夜
共
寝
食
致
シ
候
義
ハ
一
切
禁

止
可
致
事 

 

公
園
内
に
お
い
て
、
珍
し
い
も
の
を
展
覧
さ
せ
た
い
と
い
う
希

望
者
は
、
展
覧
時
間
を
定
め
て
出
願
す
れ
ば
許
可
す
る
が
、
展
覧

場
所
に
住
み
込
み
で
生
活
す
る
こ
と
は
禁
止
す
る
、
と
い
う
内
容

で
す
。 

東
京
府
内
の
見
世
物
は
警
視
庁
の
管
轄
で
し
た
の
で
、
出
願
は

ま
ず
警
視
庁
へ
提
出
さ
れ
、
公
園
に
つ
い
て
は
東
京
府
が
管
理
し

て
い
た
た
め
、
さ
ら
に
警
視
庁
か
ら
東
京
府
へ
許
認
可
に
つ
い
て

照
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

今
回
ご
紹
介
す
る
文
書
は
公
園
が
設
置
さ
れ
て
間
も
な
い
明

治
九
年
（
一
八
七
六
）
か
ら
十
一
年
（
一
八
七
八
）
に
か
け
て
の

照
会
文
書
を
綴
っ
た
簿
冊
で
す
。 

 

い
っ
た
い
ど
ん
な
見
世
物
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 
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一
、 

史
料
一 

 

 

二
、
史
料
の
解
読
／
読
み
下
し
例 
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【
解
読
文
】 

 
二
ノ
第
弐
拾
四
号 

深
川
御
船
蔵
前
町
十
八
番
地
篠
原
米
松
儀
客 

年
十
二
月
廿
七
日
御
府
へ
地
所
拝
借
之
儀
出
願 

御
聞
届
相
成
候
深
川
公
園
地
ニ
於
テ
八
重
垣
ト
称
ス
ル 

八
陣
運
動
場
補
理
日
数
六
十
日
間
観
セ
物 

営
業
致
度
旨
別
紙
之
通
願
出
不
都
合
之
廉
も
無 

之
間
聞
届
可
申
と
存
候
御
差
支
有
無
至
急
御
回 

答
有
之
度
候
也 

 

明
治
十
年
一
月
十
五
日 

大
警
視
川
路
利
良 

印 

 
 

 

東
京
府
権
知
事
楠
本
正
隆
殿 

 

追
而
御
答
之
節
別
紙
御
返
却
有
之
度
候
也 

  

【
語
句
解
説
】 

 

客
年
（
か
く
ね
ん
・
き
ゃ
く
ね
ん
）
…
昨
年
。
去
年 

補
理
（
し
つ
ら
え
）
…
設
備
す
る
こ
と 

 
 

【
読
み
下
し
例
】 

 二
ノ
第
弐
拾
四
号 

深
川
御
船
蔵
前
町
十
八
番
地
篠
原
米
松
儀
、
客 

年
十
二
月
廿
七
日
御
府
へ
地
所
拝
借
の
儀
出
願 

御
聞
き
届
け
相
成
り
候
、
深
川
公
園
地
ニ
於
テ
八
重
垣
ト
称
ス
ル 

八
陣
運
動
場
し
つ
ら
え
、
日
数
六
十
日
間
観
セ
物 

営
業
致
し
た
き
旨
、
別
紙
之
通
り
願
い
出
、
不
都
合
之
廉
も 

こ
れ
な
き
間
、
聞
き
届
け
申
す
べ
く
と
存
じ
候
。
御
差
支
有
無
至
急
御
回 

答
こ
れ
あ
り
た
く
候
也
。 

 

明
治
十
年
一
月
十
五
日 

 

大
警
視
川
路
利
良 

印 

 
 

 

東
京
府
権
知
事
楠
本
正
隆
殿 

 

追
て
御
答
の
節
、
別
紙
御
返
却
こ
れ
あ
り
た
く
候
也 
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三
、
史
料
解
説 

  
こ
れ
は
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
正
月
十
五
日
に
、
大
警
視
川
路
利
良
の
名
前
で
当
時

の
東
京
府
権
知
事
楠
本
正
隆
に
宛
て
て
送
ら
れ
た
照
会
文
で
す
。 

川
路
は
旧
薩
摩
藩
士
。
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
一
月
、
警
視
庁
の
創
設
に
伴
い
初
代

大
警
視
に
就
任
、
日
本
の
警
察
制
度
の
基
礎
を
作
っ
た
人
物
と
し
て
著
名
で
す
。
明
治
十

年
に
警
視
庁
は
廃
止
さ
れ
て
内
務
省
内
に
警
視
局
が
置
か
れ
、
東
京
府
下
の
警
察
業
務
を

所
管
す
る
組
織
と
し
て
は
、
新
た
に
東
京
警
視
本
署
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
２

。
こ
の
た

め
、
料
紙
に
「
警
視
局
」
罫
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。 

宛
先
の
楠
本
は
旧
大
村
藩
士
。
こ
の
時
は
内
務
大
丞
と
東
京
府
権
知
事
を
兼
任
し
て
い

ま
し
た
。 

 

出
願
者
は
深
川
御
船
蔵
前
町
（
現
江
東
区
新
大
橋
）
に
住
む
篠
原
米
松
。
年
の
瀬
も
押

し
詰
ま
っ
た
明
治
九
年
の
十
二
月
二
十
七
日
に
願
い
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
内
容
は
、

深
川
公
園
の
敷
地
に
「
八
重
垣
」
と
称
す
る
「
八
陣
運
動
場
」
を
こ
し
ら
え
て
、
六
十
日

間
見
世
物
営
業
を
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
一
体
「
八
陣
運
動
場
」
と
は
ど
ん
な
も
の

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

 

八
陣
を
国
語
辞
典
な
ど
で
引
く
と
、「
中
国
の
兵
法
で
、
八
種
類
の
陣
立
」
３

な
ど
と
説

明
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
で
は
見
世
物
と
し
て
成
り
立
つ
よ
う
に
は
思
え
ま
せ
ん
ね
。

実
は
こ
れ
、
迷
路
の
こ
と
な
の
で
す
。 

日
本
に
迷
路
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
明
治
七
年
、
横
浜
野
毛
の
四
時
皆
宜
園
に
で
き
た

「
隠
れ
杉
」
が
最
初
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
４

。
樹
木
を
植
え
て
迷
路
を
作
る
も
の
で
、
イ

ギ
リ
ス
の
ハ
ン
プ
ト
ン
コ
ー
ト
宮
殿
の
庭
園
に
あ
っ
た
迷
路
５

を
ま
ね
て
設
け
ら
れ
た
と

い
い
ま
す
。
当
時
の
新
聞
に
も
前
年
の
明
治
九
年
十
月
向
島
三
囲
神
社
の
そ
ば
に
「
八
重

襷
」、
十
二
月
末
に
は
神
田
花
岡
町
の
鎮
火
社
に
「
杉
葉
細
工
智
慧
の
輪
道
」
が
完
成
し
、

年
明
け
か
ら
木
戸
銭
を
と
る
と
い
う
記
事
が
載
っ
て
お
り
６

、
ど
う
や
ら
こ
の
時
期
に
流

行
し
て
い
た
よ
う
で
す
。 

篠
原
米
松
は
、
他
に
も
明
治
七
年
に
飯
田
町
で
闘
牛
（
牛
角
力
）
興
行
を
行
っ
て
い
る

こ
と
が
当
館
所
蔵
公
文
書
７

で
判
明
し
ま
す
の
で
、
興
行
師
的
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
流
行
を
当
て
込
ん
で
、
今
度
は
深
川
公
園
に
迷
路
を
つ
く
っ
て
一
儲
け
し
よ
う

と
考
え
た
の
で
し
ょ
う
。 

詳
し
い
内
容
は
、
警
視
局
へ
の
回
答
と
と
も
に
願
書
が
返
却
さ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
、

残
念
な
が
ら
こ
れ
以
上
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
迷
路
だ
っ
た
の
か
体
験
し
て
み
た
い

で
す
ね
。 

                                         

          

 

１ 

東
京
都
『
東
京
市
史
稿
』
市
街
篇 

第
五
十
四 

昭
和
三
十
八
年 

五
六
四
頁 

２ 

明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
一
月
に
警
視
庁
再
置 

３ 

新
村
出
編
『
広
辞
苑
』
第
四
版
、
平
成
三
年 

４ 

『
横
浜
市
史
稿 

風
俗
編
』
第
一
章
市
政
風
俗 

第
一
節
物
見
遊
山 

六
花
屋
敷 

四

時
皆
宜
園 

臨
川
書
店 

昭
和
六
〇
年 

５ 

十
七
世
紀
の
末
に
宮
殿
の
庭
に
作
ら
れ
た
迷
路
。
現
在
も
入
園
者
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。 

ハ
ン
プ
ト
ン
コ
ー
ト
宮
殿
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

迷
路
の
ペ
ー
ジ

（h
ttp

s://w
w

w
.h

rp
.org

.u
k

/h
a
m

p
ton

-cou
rt-p

a
la

ce/ex
p
lore/th

e-m
a
ze/#

g
s.cF

4

ob
d
m

y  

平
成
三
十
一
年
二
月
十
二
日
閲
覧
） 

６ 

読
売
新
聞 

明
治
九
年
十
月
二
十
三
日 

朝
刊
二
面
、
同
紙 

明
治
九
年
十
二
月
二
十

九
日 

朝
刊
二
面 

７ 

『
三
、
四
小
区
町
内
預
地
書
物
・
附
拝
借
地
ノ
件
・
共
・
３
３
号 

明
治
７
年
』
請
求

番
号
：
６
０
６
．
Ａ
７
．
１
４ 


